
と
な
る
訪
問
看
護
の
看
護
師

は
全
体
の
わ
ず
か
２
％
で
、

約
３
万
人
し
か
い
な
い
。
介

護
職
員
は
厚
労
省
の
試
算
で

毎
年
約
７
万
人
増
員
し
、
２

０
２
５
年
に
は
１
０
０
万
人

　

市
町
村
の
特
性
を
活
か

し
、
住
民
本
位
の
地
域
包
括

ケ
ア
を
つ
く
る
に
は
、
国
の

公
的
責
任
が
欠
か
せ
な
い
。

財
政
と
人
材
を
手
当
て
し
、

公
的
な
施
策
と
し
て
地
域
で

医
療
・
介
護
・
生
活
支
援
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
歯

科
医
療
の
重
要
性
も
明
確
に

位
置
付
け
、
口
腔
ケ
ア
の
充

実
な
ど
の
施
策
を
盛
り
込
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
の
担
い
手

し
、
退
院
患
者
の
受
け
入
れ

体
制
は
極
め
て
脆
弱
で
、
川

上
（
病
院
・
施
設
）
で
も
、

川
下
（
地
域
・
在
宅
）
で

も
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。

今
後
、
進
ん
で
い
く
。
し
か

　

団
塊
の
世
代
が

75
歳
を
迎
え
る

「
２
０
２
５
年
問

題
」
に
向
け
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
具
体
化
が

保
し
、
自
治
体
が
実
施
す
る

体
制
が
必
要
だ
。
市
町
村
丸

投
げ
で
は
成
り
立
た
な
い
。

　

政
府
は
地
域
包
括
ケ
ア
の

整
備
で
在
宅
死
へ
誘
導
す
る

が
、
終
末
期
の
在
り
方
は
人

そ
れ
ぞ
れ
。
病
院
で
も
、
在

宅
で
も
、
施
設
で
も
、
患
者

と
そ
の
家
族
が
選
択
で
き
る

よ
う
な
形
が
必
要
だ
。
そ
の

た
め
に
は
、
①
特
養
の
抜
本

的
な
増
設
②
特
養
以
外
の
介

護
基
盤
の
整
備
と
在
宅
介
護

の
充
実
③
長
期
療
養
の
病
床

確
保
④
低
所
得
で
も
入
居
で

き
る
非
営
利
の
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
住
宅
の
設
置
―
―

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

（
つ
づ
く
）

を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
現
状
と
あ
ま
り

に
も
乖
離
し
て
お
り
、
実
現

で
き
る
見
通
し
は
な
い
。
専

門
性
を
重
視
し
、
国
が
責
任

を
持
っ
て
処
遇
の
改
善
と
就

労
環
境
の
整
備
で
人
手
を
確

基基  
軸軸
危
機
に
瀕
す
る

危
機
に
瀕
す
る

医医  

療
・
介

療
・
介  

護護
❼❼

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会　

寺
尾
正
之

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会　

寺
尾
正
之

地
域
ケ
ア
は
国
の
責
任
で

市
町
村
丸
投
げ
で
は
成
り
立
た
な
い


